
キャンプ瑞慶覧返還予定地区は、確実に近づいている返還に

向けて、地権者の皆さんを主役にまちづくりを進めています。 

今年度も『いつ返還されても、円滑なまちづくりが出来る用意

を整える』ために、まちづくり活動を行っています。 

平成 22 年 2 月 8 日(月)には、【平成 21 年度 第 2 回まちづく

り懇談会】を開催し、今年度活動の経過報告を行いました。 

本号では、会議の結果を簡単にご報告します。 

 
１． 開会のあいさつ 
２． 現在の状況報告 
３． 今年度のまちづくり活動について 
４． アンケート（意向調査）の実施について 
５． 質疑応答 
６． 地主会会長のあいさつ 

《本号の概要》 

今 年 度 の 活 動 の 経 過 を ご 確 認 下 さ い 。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１１ページ 

発行：宜野湾市基地政策部基地跡地対策課

TEL 098-893-4401（直通） 
２０１０年２月 Ｖｏｌ．２４ 

ニュース等に関する問い合わせ 

宜野湾市基地政策部基地跡地対策課 担当：新垣、名幸  

TEL：０９８-８９３-４４０１(直通)  FAX：０９８-８９２-７０２２ 

４４ページ 

１．現在の状況報告（市基地政策部より） 

現在、普天間の話題が毎日のように出ており、鳩山総理も 5 月までに結論を出

すと言っています。普天間の問題が決着すると、瑞慶覧地区の進展も出てくるだ

ろうと思っています。瑞慶覧地区においては、事業化に係る 10 の課題があります

が、これについては、関係各省庁に要請しており、各省庁においてはトップ級が

対応していることから、今後、検討が進んでいくと考えます。 

瑞慶覧地区での検討は、もう 10 年以上経過しており、長期の取り組みとなってい

ますが、地道にやっていくことが重要であり、それが返還後、うまく作用するよ

うに市としても頑張っていきますのでよろしくお願いします。

今今回回のの懇懇談談会会のの参参加加者者はは２２９９名名ででししたた。。  
今今後後もも、、ままちちづづくくりり活活動動へへのの参参加加ななどど、、ごご理理解解ととごご協協力力ををよよろろししくくおお願願いいししまますす。。

４．地主会会長のあいさつ 

今年度も勉強会を４回開催し、その結果をもとに、地主の皆さんが何を思ってい

るか、意見を聞いて、跡地利用計画に反映していきたいと思っています。 

そういう意味で、ぜひ、アンケート調査にもご協力を願いたいと思います。 

そして、来年度のステップへとつなげていきたいと考えます。 

確かに、瑞慶覧地区については、具体的な返還期日がまだ見えてきませんが、そ

のなかで地主にできるのは、しっかりと意見を言って、地主の想いを反映した跡地

利用計画をつくることであると考えます。 

皆様方のご理解、ご協力をお願いしたいと思います。 

３．質疑応答（つづき） 

地主会会長挨拶 

会場風景 

基地政策部長挨拶 

質問：返還時期は、いつ頃の見込みか？ 

回答：普天間の移設先を 5月までに結論づけるというなかで、嘉手納以南の軍用地の問題につい

ては、普天間の後に進展するだろう。 

まだ国からの具体的な説明は無いが、市としては、普天間よりも後になると予想していま

す。 

質問：「ぎのわん多自然型住宅地」のコンセプトシートについて。 

これによると、傾斜地形のなかで、街区（道路に囲まれた区画）の背割り線（建物

の背面を境に区画した線）に、歩行者通路を設定しているが、地主は、必ずこうい

う形にしなければならないのか？ 

人によっては、地形をうまく利用して、背割り線のところに道路を設置し、自分の

敷地に自動車でアクセスしたい場合もあるのではないか？ 

回答：個人の趣向もあるし、地形条件によって実際には設計はかわってくると思う。 

コンセプトシートは、必ずしもこうしてくださいというものではなく、あくまで、勉強会

のなかでは一つの形としてこうなった、というものである。 

今後は、いろんなパターンを検討していく必要がある。 

ままたた、、今今後後ののままちちづづくくりりのの参参考考ととささせせてていいたただだききたたいいたためめ、、同同封封のの意意向向調調査査へへのの

ごご協協力力よよろろししくくおお願願いい申申しし上上げげまますす。。  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３３ページ 

２．今年度のまちづくり活動について 

● 今年度の活動として、これまでに検討を行ってきた「跡地利用計画」について、より具体的な

イメージを持っていただくために「まちの模型」を作成しています。 

● 模型により地権者等が立体的な部分を視覚的にイメージすることができ、模型を公表すること

で今後の地権者合意形成やまちづくり検討へ活かしていきます。 

２２ページ 

３．質疑応答 

質問：コンセプトシートのなかに、「エコ住宅」とあるが、具体的にはどのようなもの

を言っているのか？ 

回答：地球環境にやさしい住宅ということで、具体的な話はこれからになってくる。基本的な考

え方としては、沖縄の旧来の住宅は、強い日差しを遮り、また、風通しを良くする工夫が

みられ、そういった良い所を活かす視点で検討していきたい。 

質問：電線地中化とはどういったものか？ 

回答：電線地中化は、電線類を共同溝に収容し、道路に埋設する考え方であり、今回の提案では、

はじめからまちづくりに組み込んでいこうというものである。費用はかかるが、景観の向

上や、防災、路上スペースの確保などに期待できる。 

ぎのわん多自然型住宅地 
（一部の街区） 

瑞慶覧ハウジングエリア 
（一部の街区） 

模型作成エリア 

コンセプトシートをベースに模型の作成を行います 

現在作成中の模型の一部 

地区にふさわしい街並み・景観について考えていきます。また、まち全体でまちづく

りに関する統一したルールづくりのありかたも考えていきます。 

建物の屋根や外壁、たたずまい等、地区にふさわしい建物について考えていきます。

 

外柵や庭木等、地区にふさわしい敷地の使い方について考えていきます。 

■全体の街並・景観について 

■敷地の使い方について 

■建物の使い方について 

まちづくりの具体化（模型の作成）に向けた視点 

勉強会開催風景 

昨年度行ったコンペ作品を参考にしながら、以下の視点でまちづくりの具体化につ

いて検討しました 

模型（まちづくり）作成のベースのベースとなる【コンセプトシート】

を作成しました 


